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口北海道の草地

畜試草地部

嶋村匡-俊

このたびの見学旅行は、私にとって叫誠に窓義鈍いものがあった。というのは一一草地の研究

に従事じて十年近い歳月が流れたのに一一草地の北海道は、私にとって処女地だてそたのである9

だ。=ら、見学旅行だけで道の草地の感想を述べうるだけのものを持ちえなかった、(といったら

叱られるだろうか) 実は、パスの中で、草の上で、l 考;えてかたことは、道の草地そのものではな

くて、それと比較しての、われわれの周囲の草地、そLてその研究についてであった一一あ石い

ーは、大方白人々がそうであったのかもしれないが一一。
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考えていたことの一つ二つo

われわれは、といっては失礼かもしれない。少なくとも私は、 「場所Jという因子がよ「母数

.模型Jであることを議知しているo 承知はしているのだがv、 「変tt1:模型jとみなしてしまっ:て、

ありそうもない、または、きわめて特殊な条件下での結論を導き出していること刀人ι しばしばあ

るの'ではないか。

ーー草地造成予定地にいつしか宅地分議の看板が立ち、知引が記念に手，j-{Jきした開拓地が別荘

用{こ売.られでい〈・ばかりでな〈、」ややつと軌道にmつた構i造宣改普
ド真中を高迷道路が貰通する.;い.υ.…"，tといつたわれわれの周閉であつてみオ批じば、ま乙と、 「場所Jは

変な模型であることを認めてほしいのだが一一

北海道の草地研究に好いては、 「場所Jは明確に「変量模型」としての位置づけがなされ、しか

も、その環境条件の調査よ推定は、草地研究を推進するのに十分であるように忠えた。

一一これは、 4私のひとりよがりであって、案内嬢ら・しくない案内線の親切な話と、案内嬢がメ

モをとっていたほどの早川さんの説明の上手さに、私が錯ー党の上で得た印象だったのたろ弓か

早川さんのな話しから、北海道開拓の苦労のほどが窺がわれた。この苦労は、われわれが、そし

』て、われわれの近くの農家が、いま持っている憎みとは全く異質のものであるように思うo けれ

ども、 王嬰Z各みが〈石狩の源の原始の森から、上川の稲の穂波へ目が移った時に、われわれの

近くの農家が現在持っている憎みと同質のものが、との地方にも、ものすとい動ドで押し寄せそ

うな感じがして、身ぶるいした。

しかし、これki私の単なる危躍でしかあるまい。
開道百年ーという。一歩一歩踏み固めて進んできた開拓の歴史の上に、更にまたl靖発を必要

とするーーという。内地では、崩発の名内.もとに、自然の破壊が仔なわれている C渡り鳥の激減

を新聞は報じている)。願わくば、ハマナヌあかき磁辺にも元スズラン薫る谷間にも、渡り鳥と

牛との調和が美撃であらん事を./.Je 

， (雑な感想文ですが、:怠を汲んで・いただければ幸いです。
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